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第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
半
島
振
興
基
本
方
針
）

第
二
条
の
二

主
務
大
臣
は
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
半
島
振
興
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

２

半
島
振
興
基
本
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
振
興
の
意
義
及
び
方
向
に
関
す
る
事
項

二

基
幹
的
な
道
路
、
港
湾
、
空
港
等
の
人
の
往
来
及
び
物
資
の
流
通
に
資
す
る
交
通
施
設
並
び
に
通
信
施
設
の
整

備
そ
の
他
の
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
と
国
内
の
地
域
と
の
間
及
び
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
内
の
交
通
通
信
の

確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

三

農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
情
報
通
信
業
そ
の
他
の
産
業
の
振
興
及
び
観
光
の
開
発
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

四

雇
用
機
会
の
拡
充
、
職
業
能
力
の
開
発
そ
の
他
の
就
業
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

五

水
資
源
の
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

六

生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

七

医
療
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

八

介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

九

高
齢
者
及
び
児
童
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

十

教
育
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

十
一

自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
生
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

十
二

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

十
三

国
内
及
び
国
外
の
地
域
と
の
交
流
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

十
四

移
住
、
定
住
及
び
特
定
居
住
（
広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法

律
第
五
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
特
定
居
住
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
促
進
、
人
材
の
育
成
並
び
に

関
係
者
間
に
お
け
る
緊
密
な
連
携
及
び
協
力
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

十
五

水
害
、
風
害
、
地
震
災
害
（
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
等
に
よ
り
生
ず
る
被
害
を
含
む
。
第
四
条
第
一
項

第
十
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
の
災
害
を
防
除
す
る
た
め
に
必
要
な
国
土
保
全
施
設
等
の
整
備
及
び
防
災
体

制
の
強
化
そ
の
他
の
半
島
防
災
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

十
六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

３

主
務
大
臣
は
、
半
島
振
興
基
本
方
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、

国
土
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

主
務
大
臣
は
、
半
島
振
興
基
本
方
針
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
半
島
振
興
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
関
係
都
道
府
県
は
」
の
下
に
「
、
半
島
振
興

基
本
方
針
に
基
づ
き
」
を
加
え
、「
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」に
改
め
、

同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
と
い
う
。）は
」
の
下
に
「
、
当
該
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
係

る
半
島
振
興
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
」
を
、「
対
し
、」の
下
に「
当
該
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
係
る
」

を
加
え
、「
の
変
更
を
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
」
を
「
を
作
成
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
」
に
、「
当
該
提
案
」
を
「
当
該
半

島
地
域
市
町
村
」
に
、「
素
案
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
提
示
し
」
を
「
案
を
添
え
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
七
項
を
削
り
、
同
条
に
次
の
九
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
は
、
速
や
か
に
、
当
該
要
請
に
係
る
半
島
振
興
対
策
実

施
地
域
に
係
る
半
島
振
興
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

半
島
地
域
市
町
村
は
、
第
三
項
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
半
島
振
興
対
策
実
施

地
域
の
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
項
の
案
の
提
出
を
受
け
た
都
道
府
県
は
、
半
島
振
興
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
案
の
内
容
を

で
き
る
限
り
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

７

半
島
振
興
計
画
に
次
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
半
島

地
域
市
町
村
相
互
間
の
広
域
的
な
連
携
の
確
保
及
び
こ
れ
ら
の
半
島
地
域
市
町
村
に
対
す
る
半
島
地
域
の
振
興
の
た

め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
記
載
す
る
よ
う
、
努
め
る
も
の
と
す
る
。

８

都
道
府
県
は
、
半
島
振
興
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
こ
れ
を
主
務
大
臣
（
当
該
半
島
振
興
計
画
に
係

る
地
域
が
沖
縄
県
の
区
域
に
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
経
由
し
て
、
主
務
大
臣
）
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
関
係
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
半
島
振
興
計
画
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
、
そ
の
内
容

を
関
係
行
政
機
関
の
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
半

島
振
興
計
画
に
つ
い
て
そ
の
意
見
を
主
務
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

10

主
務
大
臣
は
、
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
半
島
振
興
計
画
が
半
島
振
興
基
本
方
針
に
適
合
し
て
い
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
に
対
し
、
こ
れ
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

主
務
大
臣
は
、
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
半
島
振
興
計
画
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
執
る

必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
都
道
府
県
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
半
島
振
興
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
は
、
当
該
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
係
る
半
島
振
興
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、」と
あ
る
の
は
「
は
、」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
十
号
中「（
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
等
に
よ
り
生
ず
る
被
害
を
含
む
。）」
を
削
り
、「
強
化
」
の

下
に
「
そ
の
他
の
半
島
防
災
の
た
め
の
施
策
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項
第
十
五

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

移
住
、
定
住
及
び
特
定
居
住
の
促
進
、
人
材
の
育
成
並
び
に
関
係
者
間
に
お
け
る
緊
密
な
連
携
及
び
協
力
の

確
保
に
関
す
る
事
項

第
四
条
第
一
項
第
八
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
三

自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
生
に
関
す
る
事
項

十
四

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
事
項

第
四
条
第
一
項
第
七
号
中
「
高
齢
者
」
の
下
に
「
及
び
児
童
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
六

号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
確
保
等
に
関
す
る
事
項

第
四
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
を
第
七
号
と
し
、
第
三
号
を
第
六
号
と
し
、同
項
第
二
号
中「
商

工
業
」
の
下
に
「
、
情
報
通
信
業
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
交
通
施
設
及
び
」を「
人

の
往
来
及
び
物
資
の
流
通
に
資
す
る
交
通
施
設
並
び
に
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
三

号
を
加
え
る
。

一

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
振
興
の
基
本
的
方
針
に
関
す
る
事
項

二

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
振
興
に
関
す
る
目
標

三

計
画
期
間

第
四
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
八

半
島
振
興
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
に
関
す
る
事
項

十
九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
振
興
に
関
し
必
要
な
事
項

第
四
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
関
す
る
計
画
」
の
下
に
「
並
び
に
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
及
び
水
循
環

基
本
計
画
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
二
条
の
二
の
見
出
し
を「（
交
通
の
確
保
）」に
改
め
、
同
条
中
「
等
を
図
る
た
め
、」を
「
、
物
資
の
流
通
の
確
保

等
を
図
る
た
め
、
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
交
通
施
設
の
整
備
及
び
保
全
並
び
に
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
」
に

改
め
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を「（
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
資
す
る
情
報
の
流
通
の
円
滑
化
等
）」に
改
め
、
同
条
中
「
医
療

及
び
教
育
の
充
実
等
を
図
る
た
め
」
を
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
、
物
資
の
流
通
の
確
保
、
医
療
及
び
教

育
の
充
実
、
災
害
情
報
の
収
集
及
び
提
供
の
円
滑
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
半
島
地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
（
デ

ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
い
う
。）の
形
成
に

資
す
る
よ
う
」
に
、「
円
滑
化
及
び
」
を
「
円
滑
化
、」に
、「
充
実
に
」
を
「
充
実
及
び
先
端
的
な
情
報
通
信
技
術
の
活
用

の
推
進
に
」
に
改
め
る
。
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